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「Difficult Baby（ 7 項目）」「母親の抑うつ傾向（ 7
項目）」「家庭機能の問題（ 7 項目）」「夫の心身の

































対する自己効力感の比較には Mann-Witney U 検























2.1±0.7人，子どもの平均年齢は 5 歳 2 ヵ月，子
どもの性別は，男児33人 (41.7%)，女児46人（58.3%）
であった． 










男児 人（%） 33 (41.7)
女児 人（%） 46 (58.3)
専業主婦 人（%） 19 (24.1)
パート・アルバイト 人（%） 23 (29.1)
フルタイム勤務 人（%） 31 (39.2)
その他 人（%） 6 (7.6)
核家族 人（%） 71 (89.8)
夫の親と同居 人（%） 4 (5.1)

















難感Ⅱともにランク 5 』が 2 人（2.5%），『育児困
難感Ⅰがランク 5 』が 3 人（3.7%），『育児困難感












































人 （ % ） 人 （ % ） p値
有 15 （ 18.9 ） 45 （ 57.0 ）
無 1 （ 1.3 ） 18 （ 22.8 ）
核家族 15 （ 18.9 ） 57 （ 72.2 ）
非核家族 1 （ 1.3 ） 6 （ 7.6 ）
男 6 （ 7.6 ） 27 （ 34.1 ）






































児をもつ母親では52.6±7.0点， 1 歳 6 ヶ月児をも









人 （ % ） 人 （ % ） 人 （ % ） 人 （ % ） 人 （ % ）
夫 63 （ 79.7 ） 49 （ 62.0 ） 63 （ 79.7 ) 57 （ 72.1 ） 58 （ 73.4 ）
義父 7 （ 8.8 ） 7 （ 8.8 ） 6 （ 7.5 ) 1 （ 1.2 ） 3 （ 3.7 ）
義母 23 （ 29.1 ） 20 （ 25.3 ） 24 （ 30.3 ) 4 （ 5.1 ） 10 （ 12.6 ）
実父 18 （ 10.1 ） 13 （ 16.4 ） 10 （ 12.6 ) 8 （ 10.1 ） 8 （ 10.1 ）
実母 60 （ 75.9 ） 39 （ 49.3 ） 54 （ 68.3 ) 38 （ 48.1 ） 38 （ 48.1 ）
姉妹 27 （ 34.1 ） 11 （ 13.9 ） 20 （ 25.3 ) 15 （ 18.9 ） 13 （ 16.4 ）
兄弟 3 （ 3.7 ） 2 （ 2.5 ） 2 （ 2.5 ) 1 （ 1.2 ） 1 （ 1.2 ）
友人 56 （ 70.8 ） 39 （ 49.3 ） 54 （ 68.3 ) 46 （ 58.2 ） 26 （ 32.9 ）
園の先生 38 （ 48.1 ） 21 （ 26.5 ） 39 （ 49.3 ) 6 （ 7.5 ） 14 （ 17.7 ）
教育関係者 5 （ 6.3 ） 4 （ 5.1 ） 5 （ 6.3 ) 1 （ 1.2 ） 3 （ 3.7 ）
その他 9 （ 11.3 ） 5 （ 6.3 ） 6 （ 7.5 ) 4 （ 5.1 ） 3 （ 3.7 ）









人 （ % ） 人 （ % ） p値
受けている 16 （ 20.3 ） 63 （ 79.7 ）
受けていない 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）
受けている 11 （ 14 ） 58 （ 73.4 ）
受けていない 5 （ 6.3 ） 5 （ 6.3 ）
受けている 16 （ 20.3 ） 63 （ 79.7 ）
受けていない 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.00 ）
受けている 14 （ 17.7 ） 59 （ 74.7 ）
受けていない 2 （ 2.5 ） 4 （ 5.1 ）
受けている 15 （ 93.7 ） 56 （ 88.8 ）
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